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(3)研究事業の有効性 

 より実現性の高い事業に対して、研究資金の選択と集中を行うことによる、これまでの研

究資金ではなしえなかった実用化の加速効果があると期待されている。 

 

(4)その他：特になし 

 

３．総合評価 

 「スーパー特区」は、各分野における複合体としての「横断的かつ統合的な研究課題」（複

合体に参加する各々の機関が実施している従来の研究課題よりも横断的かつ統合的な研究

課題をいう。）の下で連携し、複合体形成の効果として研究資金の効率的な活用や集中的な

投入、規制当局との協議などにより、通常の研究費等による研究開発よりも、製品・技術の

実用化に向けた時間を短縮することや、実用化の目標とする製品・技術の質的・量的な向上

を図るものである。研究資金の提供だけでなく、実効性のある研究の効率化に資する制度的

な支援を同時に提供する従来にない取組みであり、本施策は今後のモデルとしても、積極的

に推進する必要がある。 

 

４．参考（概要図） 

 

スーパー特区事業の概要（案）

平成２０年３月
経済財政諮問会議で提案

複合体の形成による研究実施体制の整備

iPS、再生医療、医療機器

バイオ医薬品、重大疾患領域 等

研究開発の推進 開発段階からの相談研究資金の効率的運用

革新的創薬等創出のための５か年戦略

文科大臣

厚労大臣 経産大臣

科技大臣医薬産業

機器産業

官民対話

有識者

最先端の医療を国民に迅速に提供最先端の医療を国民に迅速に提供

 

 

 

  

 

 

 


